
要 

望 

書 

  

道
路
の
質
を
高
め
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た
め
、
道

路
利
用
者
の
意
見
を
十
分
反
映
し
つ
つ
、
道
路
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
あ
る
道
路
を
も
っ
と
賢
く
使
っ
て
、
現
道
の
課
題
を
効
率
的
に
克

服
す
る
よ
う
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
総
意
と
し
て
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。 

 

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加
速
と
事
前
防
災
・
減
災
対
策 

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
未
整
備
区
間
の
解
消 

一
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策 

一
、
人
流
・
物
流
の
円
滑
化
の
た
め
の
渋
滞
対
策 

一
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策 

一
、「
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
」
や
「
道
の
駅
」
の
整
備
、「
無
電
柱
化
」
の
推
進 

  

老
朽
化
対
策
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
た
上
で
、
長
期
安
定
的
に
道
路
整
備
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
二
十
七
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
「
新
し
い
日
本
の
た
め
の

優
先
課
題
推
進
枠
」
を
含
め
、
所
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日 

全
国
道
路
利
用
者
会
議 

第
六
十
四
回
全
国
大
会 


